
第８１号議案 

芦屋市自転車駐車場の指定管理者の指定について 

 下記のとおり指定管理者を指定したいので、地方自治法第２４４条の２第６

項の規定により、市議会の議決を求める。  

   令和５年１２月１日提出 

                   芦屋市長 髙 島  崚 輔 

記 

１ 管理を行わせる施設 

名 称 所 在 地 

阪神打出駅前自転車駐車場 

芦屋市打出小槌町１９８番６ 

芦屋市春日町１５０～１５２番先 

芦屋市春日町１６０番先 

阪神打出駅南自転車駐車場 芦屋市南宮町５８番４ 

阪急芦屋川駅北自転車駐車場 芦屋市東芦屋町１６７番先 

阪急芦屋川駅南月若自転車駐車場 芦屋市月若町４９番２先 

阪急芦屋川駅南松ノ内自転車駐車場 芦屋市松ノ内町２６番先 

阪神芦屋駅南自転車駐車場 芦屋市精道町９３番１ 

阪神芦屋駅西自転車駐車場 芦屋市川西町６４番先 

81-1



ＪＲ芦屋駅北自転車駐車場 芦屋市大原町２６５番 

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場１ 芦屋市業平町１番２、１番３ 

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場３ 芦屋市業平町５番２～５番４ 

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場４ 

芦屋市業平町９７２番５、９７２番

６、９７２番９、９７２番１３、９

７２番１４、９７３番３ 

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場６ 芦屋市上宮川町１００番１先 

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場９ 芦屋市上宮川町１０８番１先 

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場１０（仮称） 未定 

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場１１（仮称） 未定 

２ 指定管理者 

  名 称 サイカパーキング株式会社 

  所在地 東京都中央区日本橋小網町７番２号 

代表者 代表取締役 森井 清 

３ 指定期間 

  令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで 
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第８１号議案説明資料 

芦屋市自転車駐車場の指定管理者の候補者の選定経過について 

１ 募集について 

(1) 周知方法     「広報あしや」８月号及び芦屋市ホームページ等 

(2) 募集要項配布期間 令和５年８月１日から令和５年９月１日まで 

(3) 現地説明会    令和５年８月１６日 

(4) 申請受付期間   令和５年８月１日から令和５年９月１日まで 

(5) 申請法人等    サイカパーキング株式会社 

  （５０音順）  株式会社駐輪サービス  ／計２法人 

２ 選定について 

(1) 指定管理者選定・評価委員会（芦屋市自転車駐車場）の設置 

   委 員 長 富田 智和   神戸そよかぜ法律事務所 弁護士 

   副委員長 三谷 哲雄   流通科学大学経済学部 教授 

   委  員 藤川 千代   藤川公認会計士事務所 公認会計士 

   委  員 和田 聡子   大阪学院大学経済学部 教授 

   委  員 北川 加津美  芦屋都市管理株式会社 代表取締役 

(2) 委員会の開催 

第１回（令和５年７月１８日） 募集要項及び業務仕様について説明、選定 

基準及び審査要領について協議及び決定 

第２回（令和５年１０月３日） 書類審査及び面接審査の実施方法について

協議及び決定 

第３回（令和５年１０月２０日）書類審査及び面接審査並びに候補者の選定 

３ 選定基準について 

８１－３２頁「芦屋市自転車駐車場指定管理者選定基準」のとおり 
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４ 選定方法について 

上記選定基準に基づき、法人から提出された事業計画書等の書類審査及び面接審

査を行い、選定した。 

(1) 第一次選考（書類審査） 

施設の安全対策等、公の施設の管理者としての最低条件として、提出された申

請書類により選考し、次の条件のいずれかに該当する法人等は除外することとし

た。 

ア 指定管理料の提案額が１７５，０００千円（５年合計）より高い法人等 

イ 経営状態について懸念のある法人等 

ウ 管理運営について懸念のある法人等 

(2) 第二次選考（書類審査及び面接審査） 

第一次選考を通過した法人等を対象に書類及び面接による審査を行い、その後、

芦屋市自転車駐車場指定管理者選定基準に基づいて採点し、指定管理者の候補者

を選定した。 

５ 審査結果（１，０００点満点） 

サイカパーキング株式会社 ７２９点（候補者） 

株式会社駐輪サービス   ７２７点（次点候補者） 
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募集要項

 1

１ 指定管理者の募集について 

芦屋市の自転車駐車場（以下「駐車場」という。）について、駐車場の管理業務を効果的かつ効

率的に行うため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項及び芦屋市自転車

駐車場の設置及び管理に関する条例（昭和６３年条例第２９号）第１５条第１項の規定により、広

く事業者を公募し、管理運営について創意工夫ある提案を募集するものです。 

２ 指定管理料制度の導入について 

令和５年度までの自転車駐車場の運営については、利用料金の中から修繕積立金を市へ納付して

いましたが、令和６年度より予定されているＪＲ芦屋駅南地区再開発事業の工事による自転車駐車

場の閉鎖に伴う影響や、近年の自転車駐車場の利用状況等を鑑み、自転車駐車場の利用料金で管理

運営を行う利用料金制度に加え、市より指定管理料の支払いを想定しております。 

３ 業務概要 

(1) 施設概要 

名称 所在地 面積 収容台数 備考 

阪神打出駅前 

自転車駐車場 

芦屋市打出小

槌町198番 6 

芦屋市春日町

150～152番先、

160番先 

平面式 

約615㎡ 

・自転車（定期） 

98台 

・自転車（一時） 

105台 

・原付（定期） 

15台 

・原付（一時） 

5台 

・自動二輪（一時）

2台 

・屋外施設 

・管理人室 

(2.47㎡）有 

・電気、水道施設有 

阪神打出駅南 

自転車駐車場 

芦屋市南宮町

58番 4 

平面式 

約114㎡ 

・自転車（定期） 

56台 

・屋外施設 

・電気施設有 

阪急芦屋川駅北 

自転車駐車場 

芦屋市東芦屋

町167番先 

平面式 

約880㎡ 

・自転車（定期） 

274台 

・自転車（一時） 

87台 

・原付（定期） 

84台 

・原付（一時） 

24台 

・自動二輪（一時）

3台 

・屋外施設 

・管理人室 

(9.72㎡)有 

・電気、水道施設有 

阪急芦屋川駅南 

月若自転車駐車

場 

芦屋市月若町

49番 2先 

平面式 

約350㎡ 

・自転車（定期） 

214台 

・自転車（一時） 

22台 

・屋内施設 

(建物部分362.5㎡) 

・管理人室有 

・消防設備点検及び

保守業務委託（令和

４年度実績 30,800
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円） 

・夜間機械警備業務

委託（令和４年度実

績105,600円） 

・電気、水道施設有 

阪急芦屋川駅南 

松ノ内自転車駐

車場 

芦屋市松ノ内

町26番先 

平面式 

約341㎡ 

・自転車（定期） 

212台 
・屋外施設 

阪神芦屋駅南 

自転車駐車場 

芦屋市精道町

93番 1 

立体式 

うち一部平面式 

約1,411㎡ 

・自転車（定期） 

638台 

・自転車（一時）

405台 

・自転車（来庁） 

43台 

・原付（定期） 

96台 

・原付（一時） 

23台 

・原付（来庁） 

12台 

・屋内施設 

・管理人室有 

・光熱水費は年度末

に芦屋市から一括請

求 

阪神芦屋駅西 

自転車駐車場 

芦屋市川西町

64番先 

立体式 

うち一部平面式 

敷地：約560㎡ 

構造：２階建約

953㎡ 

・自転車（定期） 

310台 

・自転車（一時） 

207台 

・原付（定期） 

50台 

・原付（一時） 

19台 

・自動二輪（一時）

2台 

・屋内施設(建物部分

936.4㎡) 

・管理人室有 

・夜間機械警備業務

委託（令和４年度実

績105,600円）

・自転車等搬送コン

ベア保守点検業務委

託（令和４年度実績

123,200円） 

・電気、水道施設有 

ＪＲ芦屋駅北 

自転車駐車場 

芦屋市大原町

265番 

地上1階立体式 

うち一部平面式 

地下1階平面式 

うち一部立体式 

地下2階平面式 

延べ床面積 

約2,019㎡ 

・自転車（定期） 

295台 

・自転車（一時） 

429台 

・原付（定期） 

180台 

・原付（一時） 

74台 

・屋内施設(建物部分

1,648.5㎡) 

・管理人室有 

・自転車等搬送コン

ベア保守点検業務委

託（令和４年度実績

246,400円） 

・ラポルテ北館管理

費 

ＪＲ芦屋駅南 

自転車駐車場１ 

芦屋市業平町1

番2、1番 3 

平面式 

約211㎡ 

・自転車（定期） 

183台 

・原付（定期） 

・屋外施設 

※令和６年１２月よ

り閉鎖予定 
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50台 

ＪＲ芦屋駅南 

自転車駐車場３ 

芦屋市業平町5

番2～5番 4 

平面式 

約551㎡ 

・自転車（定期） 

219台 

・自転車（一時） 

77台 

・原付（定期） 

15台 

・原付（一時） 

29台 

・自動二輪（一時）

10台 

・屋外施設 

・管理人室有 

・電気施設有 

※令和６年１２月よ

り閉鎖予定 

ＪＲ芦屋駅南 

自転車駐車場４ 

芦屋市業平町

972番 5、 

972 番 6、972

番9、972番13、

972 番 14、973

番 3 

平面式 

約196㎡ 

・原付（定期） 

73台 

・屋外施設 

・電気施設有 

※第一跨線橋の撤去

工事に伴い、令和６

年８月より令和１１

年末まで一時閉鎖予

定 

ＪＲ芦屋駅南 

自転車駐車場６ 

芦屋市上宮川

町100番 1先 

平面式 

約161㎡ 

・自転車（定期） 

 67台 

・原付（定期） 

20台 

・屋外施設 

・電気施設有 

ＪＲ芦屋駅南 

自転車駐車場９ 

芦屋市上宮川

町108番 1先 

平面式 

約39㎡ 

・自転車（定期） 

24台 

・屋外施設 

・電気施設有 

ＪＲ芦屋駅南 

自転車駐車場 

１０（仮称） 

未定 未定 
・自転車 

150台予定 

※令和６年度より開

設予定 

ＪＲ芦屋駅南 

自転車駐車場 

１１（仮称） 

未定 未定 
・自転車 

1,050台予定 

※令和１０年１０月

より開設予定 

(2) 業務時間及び休業日 

ア 業務時間 午前６時３０分から午後１０時まで 

     ただし、ＪＲ芦屋駅北自転車駐車場及び阪急芦屋川駅南月若自転車駐車場については、午前

６時から午前０時までとし、ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場１、ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場３、Ｊ

Ｒ芦屋駅南自転車駐車場４、ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場６、ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場９、Ｊ

Ｒ芦屋駅南自転車駐車場１０（仮称）（予定）、芦屋駅南自転車駐車場１１（仮称）（予定）

については、午前６時から午後１０時までとします 

イ 休業日 

    休業日 １月１日から１月３日まで及び１２月３１日 

    ただし、阪神芦屋駅南自転車駐車場、ＪＲ芦屋駅北自転車駐車場及び阪急芦屋川駅南月若自

転車駐車場については、１月１日とします。 

ウ 業務時間及び休業日の変更 
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    業務時間及び休業日は、市長の承認により変更することができます。 

 (3) 管理運営方針 

指定管理者の創意工夫に基づいた管理運営により、質の高いサービスを駐車場利用者に提供す

るとともに、管理経費の節減が図れることを期待しています。 

ア 基本方針 

自転車は、市民生活において手軽で便利な交通手段として、また、環境に優しい乗り物とし

て、利用が年々増加しています。その一方で、駅周辺には放置自転車が多発し、歩行者や車椅

子の通行に支障をきたすなどの交通安全上の問題や駅周辺の美観を損なうなど、様々な課題を

抱えています。芦屋市では芦屋川沿いの区域を芦屋川特別景観地区、それ以外の行政区域を芦

屋景観地区に指定しており、美観の維持に向けた管理を行っていただくとともに、駐車場の利

用の向上と促進に向けて、利用者や近隣住民の声を大切にしながら、駐車場の管理運営を行っ

ていただきます。 

イ 維持管理方針 

駐車場の管理については、原則、「芦屋市自転車駐車場の指定管理者による管理運営業務 仕

様書（以下「仕様書」という。）」を基本に、より質の高い適正な維持水準を保てるよう必要な

管理を行ってください。 

施設や設備については、全ての施設を清潔に保ち、かつ、機能を正常に保持し、駐車場利用

者が安全で安心、快適に利用できるよう適正な管理と保守点検を行ってください。 

ウ 駐車場の運営方針 

    市民の多様なニーズに応えるため、常に駐車場利用者の声を聴取し、反映してください。 

    自転車等の安全利用を図るため、マナーの向上や交通ルールの遵守の啓発に努めてください。 

駐車場利用の向上と促進を図るため、運営面において、市民サービスの工夫と提供に努めて

ください。 

社会状況の変化に対し、市とも協力をして利用者のニーズに沿った事業の提案を行ってくだ

さい。 

エ 法令等の遵守 

駐車場の管理運営業務を行うに当たっては、別紙仕様書に定める法令等を遵守していただき

ます。 

４ 業務内容（詳細については、別紙仕様書のとおり） 

(1) 駐車場の管理運営に伴う業務 

  ア 受付・案内・誘導等業務 

  イ 利用料金の徴収・返還等業務 

(2) 建物、施設及び附属設備に係る維持管理業務 

  ア 運転監視及び保安業務 

  イ 清掃業務 

  ウ 建物、施設の維持管理業務 

  エ 設備・機械等の保守点検業務 

  オ 消耗品の補充等 

５ 応募資格 

  駐車場の管理運営に関して、知識と経験を有する法人又は団体（以下「法人等」という｡）で次の

内容を満たす法人等が対象となります。ただし、個人は応募資格がありません。 

 (1) 単独の法人等で申請する場合 
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   兵庫県又は大阪府内に本社、支社、営業所等の事業所があること。 

 (2) 複数の法人等による連合体（以下「連合体」という。）で申請する場合は、次の条件の全てに該

当しなければなりません。 

  ア 連合体を構成する法人等（以下「連合体構成法人等」という。）の数は２以上とし、それら連

合体構成法人等の中から代表する法人等を選出していること。 

  イ 連合体構成法人等のいずれも上記(1)の条件を満たすこと。 

 (3) 複数応募の禁止 

  ア 連合体構成法人等は２以上の本申請に係る連合体構成法人等になることができません。 

  イ 単独で指定管理者の申請をする法人等は、本申請に係る連合体構成法人等になることができ

ません。 

 (4) 欠格事項 

   次に該当する法人等は、応募することはできません。 

  ア 地方自治法施行令第１６７条の４（一般競争入札の参加者の資格）の規定に該当する者 

  イ 応募書類提出時点において、本市の一般競争入札の参加停止又は指名競争入札の指名停止等

措置を受けている者、またはそれに準じるもの。 

  ウ 連合体構成法人等又はその代表が、芦屋市暴力団排除条例第２条１号から３号までに規定す

る者又は指定管理者としてふさわしくない者 

  エ 法人税、消費税、地方消費税、府県民税及び市町村民税を滞納している者 

  オ 本市、他の自治体を問わず、指定管理者の指定の取り消しを受けた者 

  カ 本市、国や県等の公的機関による許認可取消し等の行政処分及び業務改善等の行政指導を過

去３年以内に受けている者 

  キ 指定管理業務に関連する業務に係る訴訟が係属中のもの及び過去３年以内に敗訴している者 

 (5) 連合体構成法人等の構成員の変更 

   連合体で応募する場合、代表する法人等及び連合体構成法人等については、業務遂行上支障が

ないと本市が判断した場合、構成員の変更を認めることがあります。その場合には、連合体の協

定書のほか、必要に応じ応募書類の再提出を求めます。 

 (6) 申請する法人等（連合体の一部を含む）が、指定管理期間中に合併、その他の事由により法人

等の名称、形態が変更となることがあらかじめ見込まれる場合には、必要に応じ追加の書類の提

出を求めます。 

６ 応募方法 

(1) 応募書類 

応募に当たっては、以下ア～エの応募書類に資料ごとにインデックスを貼付した仕切り紙を挿

入してください。また、様式２は必ずページ番号を記載してください。なお、提出部数は正本１

部、副本７部（副は複写でも可）及び応募書類の「ワードまたはPDFデータ」の入ったＣＤ等を

提出していただきます。（提出の際はパスワードを設定してください。また、パスワードにつきま

しては、道路・公園課代表アドレスdouro@city.ashiya.lg.jpに送信してください。） 

ア 芦屋市自転車駐車場指定管理者指定申請書（様式１） 

   (ｱ) 連合体応募の場合は構成団体表及び連合体結成に係る協定書又はこれに相当する書類（様

式は任意）※代表者の権限や構成団体の役割分担及び責任分担等を明記してください。 

(ｲ) 法人等の組織、沿革その他事業の概要を記載した書類 

イ 芦屋市自転車駐車場事業計画書（様式２） 

 (ｱ) 法人等の概要説明書 

(ｲ)  自転車駐車場管理運営に当たっての基本方針 
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(ｳ)  自転車駐車場の管理体制 

   日常の管理体制（常駐者）が分かるように記載してください。（非常駐者は、その旨を明示

してください。） 

(ｴ)  自転車駐車場の維持管理 

 (ｵ)  自転車駐車場運営の取組 

 (ｶ) 自主事業案 

(ｷ)  自転車駐車場の管理運営費 

管理運営費（全体）は、令和６年４月１日から令和１１年３月３１日までの期間について、

毎年度の経費で算出してください。また、同書式を利用し、現在稼働している１３の自転車

駐車場、ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場１０及び１１（仮称）の施設ごとに毎年度の経費で管理

運営費（各施設）を算出してください。 

   (ｸ) 人件費及び損害保険料内訳 

ウ 指定管理者の申請に係る誓約書（様式３） 

エ 添付書類 

(ｱ) 定款、寄附行為（法人以外の団体にあってはこれに相当する書類） 

(ｲ) 法人登記簿謄本及び印鑑証明書（法人のみ） 

(ｳ) 法人税、消費税、地方消費税、県税及び市町村税の各納税証明書 

(ｴ) 法人税、消費税及び地方消費税の申告書 

(ｵ) 直近３年間の法人等の財務状況に関する書類（貸借対照表、損益計算書、法定監査を受け

た場合その監査報告書） 

(ｶ) 法人等の設立趣旨、運営方針、事業内容等の概要が分かるもの 

(ｷ) 事業実績等の概要が分かるもの 

(ｸ) 代表者履歴、役員名簿 

(ｹ) その他本市が必要と認めた書類等 

  連合体構成法人等の応募の場合は、連合体構成法人等を構成する全ての法人等について、上

記の添付書類を提出してください。 

(ｺ) 別途業務委託を予定している各業務の見積書  

(2) 募集要項の配布 

募集要項を令和５年８月１日（火）から９月１日（金）まで（土曜日、日曜日、国民の祝日及

び振替休日を除く。）配布します。 

ア 配布場所 都市政策部都市基盤室道路・公園課又は市ホームページよりダウンロードしてく 

ださい。 

イ 配布時間 午前９時から午後５時３０分まで（正午から午後０時４５分を除く。） 

(3) 現場説明会 

１５駐車場のうち、阪神芦屋駅南自転車駐車場について、下記の要領で現場説明会を開催しま

す。見学を希望される場合は、受付票に明記されるか、令和５年８月１０日（木）までに見学 

を希望する旨と法人等名、担当者、電話番号を記載して道路・公園課代表アドレス

（douro@city.ashiya.lg.jp）へメールを送信してください。他の駐車場については、応募前まで

に施設の確認を行ってください。 

開催日：令和５年８月１６日（水） 

場所：阪神芦屋駅南自転車駐車場 

(4) 応募書類の受付 

応募書類を令和５年８月１日（火）から９月１日（金）まで（土曜日、日曜日、国民の祝日及

び振替休日を除く。）受付します。 
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ア 受付場所 都市政策部都市基盤室道路・公園課 

イ 受付時間 午前９時から午後５時３０分まで（正午から午後０時４５分を除く。） 

なお、提出期限後の変更及び追加は認められません。 

ウ 応募書類等は必ず持参してください。 

エ 申請に要する経費については、申請者の負担とします。 

オ 本市が必要と認めるときは、期間を定めて追加書類の提出を求めることがあります。 

カ 提出された書類は、いかなる理由があっても返却しません。 

キ  申請書類の作成に用いる単位は計量法に定めるものとし、使用通貨は日本円、使用言語は日

本語とします。時刻は、日本標準時とします。 

(5) 質問及び質問に対する回答 

 ア 質問の方法 

   募集要項の受領時に質問の回答を希望されるかどうか受付票に明記すること。 

質問の要旨を簡潔にまとめ、芦屋市自転車駐車場指定管理者募集要項に関する質問書（様式

４）を持参するか、メール（道路・公園課代表アドレス douro@city.ashiya.lg.jp）へ送信し

てください。 

イ 質問の受付期間 

  令和５年８月１６日（水）から令和５年８月２２日（火）まで（土曜日、日曜日を除く。）

受付します。受付時間は、午前９時から午後５時３０分まで（正午から午後０時４５分を除く。）

です。 

ウ 質問の受付場所 

  〒６５９－８５０１ 芦屋市精道町７番６号 

  都市政策部都市基盤室道路・公園課 

エ 質問に対する回答の方法 

  市ホームページに回答を掲載します。最終回答は令和５年８月２９日（火）までに行います。 

  なお、質問内容が法人等独自の提案に係るものと本市で判断されるものについては、当該法

人等のみに回答し、それ以外については、事前に希望された方全てに回答します。 

７ 指定候補者選定の基準等 

(1) 選定方法 

芦屋市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例の規定に基づき、芦屋市指定管理者選

定・評価委員会で、書類審査及び面接審査により選定します。 

(2) 面接審査 

書類審査の結果、面接審査を実施します。面接を実施する法人等(連合体を含む。)には、日時、

場所、出席人数等について後日連絡します。 

(3) 選定基準 

選定・評価委員会は、次の項目を基本に、公平かつ適正に審査し、選定します。 

  ア 自転車駐車場管理運営に当たっての基本方針 

(ｱ) 管理運営を行うに当たっての基本方針について 

(ｲ) 団体の理念及び運営方針について 

(ｳ) 団体の業務推進能力について 

  イ 自転車駐車場の管理体制 

(ｱ) 管理体制について 

(ｲ) 緊急時の対応について 

(ｳ) 個人情報保護の措置について 
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  ウ 自転車駐車場の維持管理 

(ｱ) 施設管理の基本事項について 

(ｲ) 自転車駐車場の安全対策について 

  エ 自転車駐車場運営の取組 

(ｱ) 管理の質及び利用者サービスの向上の取組について  

(ｲ) 利用促進の取組について 

(ｳ) 不法行為等への取組について 

 (ｴ) 交通安全推進及び啓発の取組について 

(ｵ) 自主事業への取組について 

  オ 自転車駐車場の管理運営費 

   (ｱ) 管理運営費の提案に工夫が見られるか 

   (ｲ) 管理運営費の積算の根拠が明確になっているか 

   (ｳ) 適正な人件費になっているか 

   (ｴ) 適正な損害保険加入になっているか 

   (ｵ) 提案額としての貢献度  

    指定管理料の予定価格は５か年総額１７５,０００千円（税込）であり、この額を上限として、

提案してください。応募者が提案した指定管理料の額が予定金額を上回る場合は失格とします。

なお、年度ごとに指定管理料は発生せず、市へ修繕積立金を納付可能な場合はその額について

提示してください。（提案した指定管理料又は修繕積立金の額について以下「提案額」という。）    

指定期間中に一部駐輪場を閉鎖するため、その内容を踏まえた積算を行ってください。（詳

細は仕様書記載） 

提案額については、選定時において当該事業への貢献度として取り扱うこととします。 

(4) 選定結果 

応募された法人等（連合体を含む。）に、文書で選定結果を通知します。 

応募された法人等については、法人等名、審査基準の大項目ごとの得点、合計点、選定理由及

び評価をホームページ等で公表します。

 (5) 選定後の提出書類 

   指定候補者については役員等が暴力団等に該当しない旨等を記載した誓約書及び役員名簿（様

式６）、法令遵守誓約書（様式７）、利用料金承認申請書（様式８）を協定締結前までに提出して

ください。連合体構成法人等の応募の場合は、連合体構成法人等を構成する全ての法人等分を提

出してください。 

８ 指定及び協定の締結 

(1) 指定手続 

指定候補者については、地方自治法の規定に基づき、指定管理者として指定する議案を市議会

に対し提出し、議決後に指定管理者として指定します。 

市議会の議決を得られないときは、又は指定手続の過程で指定管理者に指定することが著しく

不適当と認められる事情が生じたとき等の場合には、指定候補者を指定管理者に指定しないこと

があります。 

この場合、市は、次点候補者と協議を行い指定管理者の候補者として繰上げ、市議会の議決を

経て指定管理者として指定することがあります。 

なお、指定候補者を指定管理者として指定しないこととした場合であっても、当該施設にかか

る業務及び管理の準備のため支出した費用等については、一切補償しません。 

(2) 協定の締結 
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   市議会の議決により指定管理者に指定された後に、基本協定及び実施協定を締結します。 

 (3) 指定期間 

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日までの５年間 

※ただし、この期間は市議会での議決により確定します。 

(4) 管理運営費 

ア 経費の負担区分 

    駐車場の管理運営費のうち、市が別途措置する修繕費、備品購入費以外については、全て指

定管理者の負担となります。 

 なお、駐車場の管理運営に当たっては、主として次表の経費が必要となります。 

区分 詳細内容 

人件費 統括責任者（指導員）、管理人、職員給料等 

（兵庫県最低賃金は遵守のこと。）

光熱水費 電気、上下水道 

設備保守、点検 消防設備、自転車等搬送コンベア、自転車ラック 

清掃・点検・警備等 清掃、巡回点検等 

修繕費（小規模） 施設・設備の修繕 

事務局費 印刷製本費、通信運搬費、旅費、消耗品費、事務機器リース料、

夜間金庫手数料、一般管理費 

自主事業等経費 自主事業等に要する経費 

その他 保険料、公課費等 

修繕積立金（可能額を提示し市へ納付） 

前受金（翌年度定期利用料等の翌年度収入分） 

 イ 管理運営費 

必要な管理運営費（修繕積立金及び指定管理料含む）については、応募者は事業計画書に提

案額を記載してください。提案額を踏まえ、年度ごとに市の予算の範囲内で協議を行い、協定

を締結します。

指定期間中予定している工事の進捗により駐車場台数が当初より変更になる場合は、その期

間、台数按分など適切に修繕積立金及び指定管理料の額を変更します。なお、これによりがた

い場合は、市と協議を行い協定を締結します。

支払いについては、会計年度（４月１日から翌年３月３１日まで）を基準とし、３月２５日

までに納付してください。

※修繕積立金：利用料金収入のうち、市へ積立金として納付できる金額 

※指定管理料：利用料金収入に加え、市より支払われる金額 

※修繕積立金及び指定管理料の提案額は、年度ごとにどちらか一方で提案ください 

 ウ 管理口座 

   経費は、法人等自身の口座とは別に指定管理業務専用口座を設けて管理してください。 

(5) 駐車場の利用料金 

駐車場の利用料金は、指定管理者の収入として取り扱います。 

また、指定管理者は、芦屋市と利用料金の設定等に係る協議を行い、条例の規定による使用料

の範囲内において、市長の承認を得て利用料金を決定します。 

 (6) 施設の目的外使用 

   施設の一部の目的外使用については市の承諾を得る必要があります。 
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９ スケジュール（予定） 

 募集の開始：令和５年８月１日（火） 

 募集要項等配布期間：令和５年８月１日（火）～９月１日（金） 

 現地説明会：令和５年８月１６日（水） 

 質問事項の受付期間：令和５年８月１６日（水）～令和５年８月２２日（火） 

 質問の回答：令和５年８月２９日（火）まで 

 応募書類受付期間：令和５年８月１日（火）～９月１日（金） 

 募集の終了：令和５年９月１日（金） 

 面接審査：令和５年１０月中旬 

 選定結果の公表、応募者への通知：令和５年１１月中旬 

 市議会による議決：令和５年１２月中旬 

 指定管理者の指定（告示）：令和５年１２月下旬 

 協定の締結：令和６年３月 

 業務引継ぎ：令和６年３月 

 管理の開始：令和６年４月１日 

10 応募に関する留意事項 

(1) 選定審査対象からの除外 

次の要件に該当する場合については失格とし、審査の対象から除外します。 

また、連合体で申請する場合においては、連合体構成法人等が次の要件に該当する場合は、連

合体による申請を失格とします。 

ア 提出書類に虚偽の記載があった場合 

イ この要項に違反又は著しく逸脱した場合 

ウ 提出期間内に提出書類等が提出されなかった場合 

エ その他不正行為があった場合 

 (2) 応募書類の取扱い 

   応募書類は芦屋市情報公開条例第７条に掲げる非公開情報を除き、公表することがあります。

企業秘密等については、市が決定して秘匿します。なお、指定管理者を指定する議案資料には、

原則として、全ての応募された法人等の事業計画書を掲載します。 

(3) 応募の辞退 

   応募受付後に辞退する場合は、辞退届（様式５）を提出してください。 

(4) 提出書類の著作権 

本市が提示する設計図書等の著作権は芦屋市及び作成者に帰属し、応募者の提出する書類の著

作権はそれぞれの応募者に帰属します。 

(5) 応募時に既に団体名称等のほか、合併その他の事由による団体の形態・性格等の変更の予定が

ある場合は、必ず事業計画等に記載すること。 

例：「株式会社○○」（新社名 △△株式会社  令和●年●月●日に商号変更予定） 

11 指定管理者制度に関する留意点 

(1) 事業計画書の提出 

指定管理者は、毎年度ごとに次年度の年次計画書を次年度の開始１月前までに市に提出し、 

承認を受けるものとします。また、年次計画書に記載された自主事業については、個別事業計画

書を実施日（募集開始日を含む。）の１月前までに市に提出し、承認を受けるものとします。 

 (2) 管理状況の確認調査及び評価 
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   市は、協定に従い適正かつ確実な管理が実施されているかどうか、安定的継続的に管理業務の

提供が可能な状態にあるかどうか等、管理状況について随時又は定期的な確認調査を行うととも

に年度終了後の事後評価を実施します。指定管理者は、毎月、月次報告書、年度終了後に事業報

告書を提出するものとし、確認調査及び事後評価に協力していただきます。また、指定管理期間

中に第三者による評価を実施します。 

   なお、調査については、人事・経理に係る帳簿、契約書類等を対象とします。評価結果につい

ては、市が別に定める様式によりホームページ等で公表します。 

 (3) 経営状況の確認 

   経営の健全性を証するため、指定管理者が会社法、特定非営利活動促進法及びその他関係法令

で求められる計算書類及び監査報告書を、指定管理者の毎事業年度終了後３か月以内に市に提出

するものとし、確認調査に協力していただきます。 

 (4) 利用者アンケート調査 

   指定管理者は、利用者等の意見及び要望を把握するため、市と協議した様式により継続的に、

利用者等を対象としてアンケート調査を実施することとします。また、調査結果について分析及

び評価を行い、その後の管理業務への反映に努めるものとします。また、その内容を施設内に掲

示するとともに、市にその結果を報告していただきます。 

 (5) 指定の取消し等 

   指定候補者が、正当な理由なくして協定の締結に応じない場合は、指定管理者の議決後におい

ても、指定管理者の決定を取り消すことがあります。 

   指定管理者が事業の履行が確実でないと認められるとき、履行した内容が本市の求める水準を

著しく下回ったとき、指定管理期間中に暴力団等の介入が認められたとき、又は著しく社会的信

用を失う等により指定管理者としてふさわしくないと認められるときは、指定管理者の指定を停

止又は取り消すことがあります。この場合は、指定管理者の損害に対し市は賠償しません。 

   また、取消しに伴う芦屋市の損害について、指定管理者に損害賠償を請求することがあります。 

(6) 引継ぎの協力 

指定管理期間終了又は指定取消しにより、次期指定管理者に業務を引き継ぐ場合には、円滑な

引継に協力するとともに、必要なデータ等について提供していただきます。また、前受金につい

ては、市に納付し次期指定管理者に引継ぐものとし、回数券については、引継ぎ時点の未使用回

数を次期指定管理者に引継ぎます。  

(7) 駐車場において発生した事故への対応 

指定管理者の責めに帰すべき事由により、本市又は第三者に損害を与えた場合には、指定管理

者がその損害を賠償することになります。 

駐車場において事故が発生した場合に備えて、指定管理者はあらかじめ事故対応マニュアルを

定めるとともに、事故発生時には直ちにその旨を本市に報告することとします。 

また、本市と協議の上、損害賠償責任保険に加入する必要があると認められる場合には、保険

に加入することとします。 

 (8) 個人情報の保護 

   指定管理者は、個人情報の保護に関する法律に基づき、管理業務を行うに当たって保有するこ

ととなる個人情報の保護について、万全な措置を講じることとします。 

   指定管理者は、個人情報の保護に関して、研修等に参加させるとともに、施設従事者に対し必

要な研修を実施することとします。 

 (9) 情報公開 

   芦屋市情報公開条例の趣旨に基づき、その管理に関する情報の公開を行うための必要な措置を

講ずるよう努めるものとします。 
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   また、市から駐車場に関する文書であって市が保有していないものに関し閲覧、写しの交付等

の申出があったときは、提出に応じるよう努めるものとします。 

 (10) 文書の管理・保存 

   指定管理者が業務に伴い作成し、又は受領した文書等は芦屋市文書取扱規定（平成19年訓令甲

第6号）に基づき、適正に管理・保存するものとします。 

(11) 内部通報処理の仕組み整備 

   指定管理者は、公益通報者保護法（平成16年法律122号）により、通報・相談窓口の設置内部

規定の整備を行う必要があります。 

 (12) 使用許可等 

   指定管理者は、条例の規定に基づき使用許可等の行政処分を行うことができますが、芦屋市行

政手続条例における「行政庁」に相当することとなるため、当該処分について、行政事件訴訟法

第11条第2項の規定による取消訴訟の被告となる場合があります。 

 (13) 防犯カメラ 

   指定管理者は、芦屋市庁舎内の防犯カメラの設置及び管理に関する要綱第3条に準じた管理責

任者を置き、要綱の規定に準じた管理を行うための必要な措置を講ずるものとします。 

 (14) 公租公課の取扱い 

   本件により指定管理者が管理することとなる駐車場について、法人市民税、事業所税、新たに

設置した償却資産に係る固定資産税の納税義務者となる可能性があります。指定管理者制度にお

ける事業所税の事業主体（納税義務者）の判定は、収益の帰属（利用料金制度採用の有無）によ

り行うこととなります。利用料金制度が採用されている公の施設の管理運営事業は事業所税の課

税上は収益事業として扱われ、その指定管理者は事業所税の課税対象となります。（過年度は、Ｊ

Ｒ芦屋駅北駐車場、阪神芦屋駅南自転車駐車場、阪急芦屋川南月若自転車駐車場が課税対象とな

っておりました。）事前に必ず確認するなどして注意願います。（詳しくは、市総務部財政室課税

課固定資産税係（0797-38-2017）まで相談してください。）なお、国税については税務署、県税に

ついては県税事務所へお問い合わせください。 

12 問合せ先 

〒６５９－８５０１ 芦屋市精道町７番６号 

芦屋市都市政策部都市基盤室道路・公園課   TEL (0797)38-2480 FAX (0797)38-2163 

                        Ｅメールアドレス douro@city.ashiya.lg.jp 
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参考資料

ア 管理業務の実施に係る収支状況                        単位：円 

収入 項目 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

（予算額）

利用料金収入 108,143,100 91,465,900 91,289,278 96,447,850 106,297,000

自主事業収入 0 690,507 214,880 274,000 500,000

ラポルテ売上 7,251,910 6,463,630 7,001,500 7,338,490 7,524,000

コロナ支援金 0 3,545,000 0 0 0

前受金（前年

度からの繰

入） 

7,431,081 7,568,694 7,487,000 7,487,000 7,487,000

計 122,826,091 109,733,731 105,992,658 111,547,340 121,808,000

支出 項目 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

（予算額）

人件費 80,728,702 82,023,107 84,342,688 94,329,580 70,742,000

光熱水費 3,831,942 3,912,903 4,227,326 3,610,030 2,263,000

設備保守点検 538,320 585,200 1,528,641 1,624,140 4,231,000

修繕費 1,162,590 1,476,027 809,992 2,481,750 1,473,000

その他支出 10,639,186 10,178,708 6,402,100 2,216,170 9,569,000

事務局費 14,317,037 13,946,708 11,330,957 8,941,024 16,794,000

自主事業等

経費

364,060 111,876 10,146 27,186 240,000

大規模修繕積

立金

7,523,753 18,858,000 13,605,000 11,474,000 9,009,000

前受金(翌年

度への繰入) 
7,568,694 7,487,000 7,487,000 7,487,000 7,487,000

計
126,674,284 138,579,529 129,743,850 132,190,880 121,808,000
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イ 令和４年度の駐車場の利用状況 

[ ]書きは令和３年度

名 称

区 分

阪急芦屋川北

自転車駐車場

阪急芦屋川駅南

月若自転車駐車場

阪急芦屋川駅南

松ノ内自転車駐車場

令和４年度 

収容台数

自転車

定

期

[２９０] 

２９０台 

[２００] 

２００台 

[２１９] 

２１９台 

一

時

[８７] 

８７台 

[２２] 

２２台 
なし 

原動機付

自転車

定

期

[８４] 

８４台 
なし なし 

一

時

[２４] 

２４台 
なし なし 

自動二輪
一

時

       [３]

３台 
なし なし 

計
[４８８] 

４８８台 

[２２２] 

２２２台 

[２１９] 

２１９台 

換算利用台数※

自転車
  [２８６] 

２７１台／日 

   [２０４] 

２１５台／日 

  [３８] 

５０台／日 

原動機付自転車
   [４６] 

８１台／日 
なし なし 

自動二輪
         [１] 

１台 
なし なし 

計
   [３３３] 

３５３台／日 

 [２０４] 

２１５台／日

 [３８] 

５０台／日 

令和４年度 利用率
       [６８] 

７２％ 

[９２] 

９７％ 

       [１７] 

２３％ 

※1日当たり定期利用台数と一時利用台数の合計

           名 称

区 分
ＪＲ芦屋駅北

自転車駐車場

ＪＲ芦屋駅南

自転車駐車場

１

ＪＲ芦屋駅南

自転車駐車場

２

ＪＲ芦屋駅南

自転車駐車場

３

ＪＲ芦屋駅南

自転車駐車場

４

令和４年度 

収容台数 

自転車 

定期 
[４７１] 

４５３台 

[９１] 

９１台 

[１７８] 

１７８台 

[１１９] 

１２８台 
なし 

一時 
[４６０] 

４２６台 
なし なし 

[２２０] 

２２０台 
なし 

原動機付 

自転車 

定期 
[２８１] 

３４９台 

[５０] 

５０台 
なし なし 

[７３] 

７３台 

一時 
[７４] 

７４台 
なし なし 

[４３] 

４３台 
なし 
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自動二輪 一時 なし なし なし 
[７] 

７台 
なし 

計 
[１２８６] 

１３０２台 

[１４１] 

１４１台 

[１７８] 

１７８台 

[３８９] 

３９８台 

[７３] 

７３台 

換算利用台数 

自転車 
[６９０] 

７７２台／日 

[７９] 

８９台／日 

[１４９] 

１７１台／日 

[２３７] 

３３０台／日 
なし 

原動機付自転車 
[１８７] 

２４３台／日 

[３９] 

４６台／日 
なし 

[４１] 

３４台／日 

[３８] 

３７台／日 

自動二輪 なし なし なし 
[６] 

１０台／日 
なし 

計 
[８７７] 

１０１５台／日 

[１１８] 

１３５台／日 

[１４９] 

１７１台／日 

[２８４] 

３７４台／日 

[３８] 

３７台／日 

令和４年度 利用率 
[６８] 

７８％ 

[８４] 

９６％ 

[８４] 

９６％ 

[７３] 

９４％ 

[５２] 

５１％ 

           名 称

区 分

ＪＲ芦屋駅南

自転車駐車場

６

ＪＲ芦屋駅南

自転車駐車場

９

令和４

年度 

収容台

数 

自転車 

定期 
[６７] 

６７台 

[２４] 

２４台 

一時 なし なし 

原動機付 

自転車 

定期 
[２０] 

２０台 
なし 

一時 なし なし 

自動二輪 一時 なし なし 

計 
[８７] 

８７台 

[２４] 

２４台 

換算利

用台数 

自転車 
[６０] 

６６台／日 

[２１] 

２３台／日 

原動機付自転車 
[１６] 

１９台／日 
なし 

自動二輪 なし なし 

計 
[７６] 

８５台／日 

[２１] 

２３台／日 

令和４年度 利用率 
[８７] 

９８％ 

[８８] 

９６％ 
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           名 称

区 分

阪神打出駅前

自転車駐車場

阪神芦屋駅南

自転車駐車場

阪神芦屋駅西

自転車駐車場

令和４年度

収容台数

自転車

定期
[２６５] 

３７８台

[６５２] 

６４２台

[３１５] 

３１５台

一時
[１１０] 

１１０台

来庁用除く。

[４２８] 

４７１台

[２０７] 

２０７台

原動機付

自転車

定期
[１４] 

１２台

[１１０] 

１２７台

[５０] 

５０台

一時
[５] 

５台

来庁用除く。

 [２３] 

３５台

[１９] 

１９台

自動二輪 一時
[２] 

２台
なし

[２] 

２台

計
[３９６] 

５０７台

[１２１３] 

１２７５台

[５９３] 

５９３台

換算利用台数

自転車
[３３１] 

４８０台／日

来庁用除く。

 [５４８] 

１０４４台／日

[３１０] 

３７２台／日

原動機付自転車
[１３] 

１６台／日

来庁用除く。

[６４] 

１３８台／日

[２４] 

２９台／日

自動二輪
[１] 

０台／日
なし

[２] 

１台／日

計
[３４５] 

４９６台／日

[６１２] 

１１８２台／日

[３３６] 

４０２台／日

令和４年度 利用率
[８７] 

９８％

[５０] 

９３％

[５７] 

６８％
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７ 指定管理者が行う業務 

(1) 駐車場の管理運営に伴う業務 

ア 受付・案内・誘導等業務 

(ｱ) 駐車場利用者の受付等業務は、次の方法により行うこと。 

ａ 定期利用については、利用料金を添えて定期利用申請書を提出させる。 

 生活保護法の規定による保護を受けている者にあっては、生活保護の受給を証明する

書類を、身体障害者福祉法の規定による身体障害者手帳の交付を受けている者にあっ

ては、身体障害者手帳を、療育手帳制度要綱による療育手帳の交付を受けている者に

あっては、療育手帳を、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の規定による精神

障害者保健福祉手帳の交付を受けている者にあっては、精神障害者保健福祉手帳を、

学校教育法の規定する学校の学生・生徒にあっては、学生証又は生徒手帳を、おのお

の確認の上、受付すること。 

ｂ 一時使用に当たっては、利用料金の前納及び口頭申請で受付すること。 

(ｲ) 駐車場利用者には、次のものを交付すること。 

ａ 定期利用者には、「定期利用券」を交付すること。 

     なお、定期利用の利用者には、「定期利用証」を自転車後部のよく見える箇所に貼

り付けるよう指示すること。 

ｂ 一時利用者には、「一時利用券」を交付すること。 

(ｳ) 自動二輪及び原動機付自転車、自転車（「以下「自転車等」という」）の入退場に際し

ては、次の方法により利用券の確認を行うこと。 

ａ 原動機付自転車及び自転車の定期利用に当たっては、入退場時に定期利用券を提示

させること。 

ｂ 一時利用に当たっては、入場時に一時利用券の一片を切り取って交付し、他片を自

転車等のハンドルに取り付ける。退場時にはその一片を提示させハンドル等から他片

を取り外すこと。 

ｃ 代車票の取り付け・取り外し。 

(ｴ) 定期利用券を紛失した場合は、「定期利用券等紛失届出書」を受理すること。 

(ｵ) 定期利用で許可期間を超えて駐車している自転車等には、継続申請を督促する旨記載

した荷札を貼り付けるとともに、所定の鎖で施錠すること。 

(ｶ) 前記(ｵ)の場合は、一時利用料金を適用して超過料金を精算すること。 

但し、定期利用の場合で継続利用許可を受けた場合は、この限りではない。 

(ｷ)  駐車場利用者への誘導等業務は、安全確保を最優先し、次の方法により行うこと。 

ａ 駐車場利用者には、あらかじめ定められた位置へ自ら駐車し、施錠するよう指示す

ること。 

ｂ 初めての利用者には、親切、丁寧に、わかりやすく、機械設備等の操作の仕方や駐

車方法を説明すること。 
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(ｸ) 駐車場内に無許可駐車及び出入口付近の通路・歩道等に駐車する自転車等を監視し、

駐車場の利用を促すこと。 

   (ｹ) 次のいずれかの一つに該当する場合は入場しようとするものを入場させず、また、入

場者を退場させることができる。 

   a 泥酔者 

  b 感染症の疾患であると認められる者 

  c 他人に危害を及ぼし又は他人の迷惑となる物品若しくは動物を携帯する者 

  d 他人に不快感を与える恐れのある者 

  e この施設を使用することがその者にとって危険であると認められる場合 

(ｺ) 路上生活者に対する措置 

路上生活者が起居の場所として使用し、一般の駐車場の適正な利用が妨げられている

場合は市こども福祉部福祉室生活援護課と協力して必要な措置をとること。 

イ 利用料金の徴収・返還等業務 

  (ｱ) 利用料金の徴収・返還業務は、次の方法により行うこと。 

ａ 利用料金の徴収は、条例に規定された利用料金を前納させること。 

ｂ 市長の承認を得て、現行の料金を上限として、割引料金等の設定をすることができ

る。 

ｃ 利用料金の返還は、自転車駐車場定期利用料金申請書の提出を受け、下記表のとお

り行うこと。 

区    分 返還する利用料金の額 

(1) 定期使用の許可を受

けた者が月の初日の前

日までに定期使用の取

消しを申請したとき。 

使用開始前 既納の定期利用料金の全額 

使用経過月数 

１月以下 

既納の定期利用料金から１月に相当する

定期利用料金を差し引いた残額 

使用経過月数 

２月以下 

既納の定期利用料金から１月に相当する

定期利用料金の２倍の額を差し引いた残額 

(2) 条例第９条の規定による駐車場の供用

の休止により駐車場を使用することがで

きなかったとき。 

 使用することができなかった日数に係る

利用料金の額（定期使用の利用料金の日額

は、月額を３０で除して１円未満の端数を

切り捨てた額とする。） 

(3) 市長が特に認めた事業者による当該事

業者の施設の利用証明の提示があったと

き。  

 既納の一時利用料金（自転車に係る利用

料に限る。）の全額 

      ｄ ＪＲ芦屋駅北自転車駐車場については、買物客への自転車サービス券により、利用

料金（１００円）を返還すること。（店舗からの精算あり） 

    ｅ 阪神芦屋駅南自転車駐車場については、市役所来庁者への利用証明により、利用料
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金（自転車１００円、原動機付自転車２００円）を返還すること。 

  (ｲ) 利用料金の減免 

     自転車駐車場定期利用料金減免申請書の提出を受けた場合、下記のとおり利用料金の

減免を行うこと。 

ａ 生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）による保護を受けている世帯に属する者 

５割 

ｂ 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条の身体障害者手帳の交付

を受けている者、療育手帳制度要綱(昭和４８年９月２７日厚生省発児第１５６号厚生

事務次官通知) による療育手帳の交付を受けている者又は精神保健及び精神障害者

福祉に関する法律（昭和２５年法律第１２３号）第４５条の精神障害者保健福祉手帳

の交付を受けている者 ５割 

    ｃ 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１条及び第１２４条に規定する学校に自

転車通学する者 ３割 

ｄ その他市長が特に必要があると認める者 ５割以内 

ｅ 国又は地方公共団体の職員が公務を行うため一時使用するとき。１０割 

ｆ 市議会及び市の附属機関等の会議に出席するため一時使用するとき。１０割 

ｇ 市の事務事業等に関して業務を行うため一時使用するとき。１０割 

ｈ 用務のため来庁した市民等が一時使用するとき。１０割 

※ｅからｈについては、阪神芦屋駅南自転車駐車場を利用するときに限る。 

(2) 建物、施設及び附属設備に係る維持管理業務 

ア 運転監視及び保安業務 

駐車場の運転・監視及び保安業務は、次のことに留意して行うこと。 

ａ 安全かつ効率よく運転・監視するため、駐車場の巡回警備を行うこと。 

   ｂ 業務時間後に管理員室の消灯・閉窓の確認を行い、出入口を施錠し、外部からの不

法な侵入を防止すること。 

    ｃ 駐車場内での盗難等不法行為の防止のため、巡回警備を行うこと。 

イ 清掃業務 

清掃業務は、次のように行うこと。 

ａ 駐車場内の車路、通路及び便所を日常的に清掃し、清潔を保つこと。 

ｂ 良好な環境を保つよう駐車場周辺の清掃、除草を行うこと。また必要に応じて散水

を行うこと。 

ウ 建物、施設の維持管理業務 

建物、施設の良好な利用、維持を行うため、次のことに留意し管理業務を行うこと。 

ａ 建物、施設の損傷、破損、妨害などを未然に防止し、良好な状況を維持するため、巡

回点検を行うこと。 
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ｂ 駐車場内における火気類の持込、使用をさせないよう監視すること。 

ｃ 騒音などの迷惑行為をさせないよう監視すること。 

エ 設備・機械等の保守点検業務 

利用者が、安全で安心し、快適に利用できるように、設備・機械等の保守点検を実施す

ること。 

  オ 消耗品の補充等 

施設運営に係る必要な消耗品は、指定管理者において適宜補充、交換等を行うこと。 

(3) 市等の主催行事に関する事業 

   駐車場を使用する市等の主催等の行事の受け入れ及び運営に協力すること。 

(4) 業務の委託 

   指定管理者は、主要な業務を一括して再委託することはできない。ただし、ラック、自転

車等搬送コンベア等保守点検業務については第三者に委託することができる。 

 (5) 別途業務委託契約を予定している業務 

   下記ア、イの事項について、別途業務委託契約を予定している。 

   ※ただし、それぞれの業務について設計予定金額の範囲内での契約とする。設計予定金額

を上回る場合は、競争入札方式等での契約となる場合がある。 

ア 芦屋川隧道地下歩道警備業務（別途委託契約）

    阪急芦屋川駅南月若自転車駐車場に隣接している芦屋川隧道地下歩道の警備業務を実施

しており、業務員は管理人室を使用している。午後７時から午前０時までの定期的な巡回

や緊急時の通報連絡など、一体的実施が有効であることから、芦屋市道路及び公園施設等

包括管理業務委託の受託者と指定管理者との間で別途業務委託契約の締結を予定する。（参

考実績：令和４年度１，９９９，９３２円）

イ 喫煙指定場所周辺清掃業務（別途委託契約）

    阪神打出駅北側、阪急芦屋川駅北東側の２地点における喫煙禁止区域内喫煙指定場所に

設置された灰皿及び灰皿周りの清掃を行い、清潔を保つ業務の委託を実施している。２地

点とも各自転車駐車場付近にあり、本市と指定管理者との間で別途業務委託契約の締結を

予定する。（参考実績：令和４年度４２２，４００円） 

 (6) その他施設の管理に関すること 

   ア 自転車駐車場の整備や廃止、位置等の変更に伴い業務の内容に変更があった場合は、双

方が協議を行い、所定の手続を得て、管理運営の見直しを行うことがある。 

イ 市の承認なしに、施設の設備及び備品を第三者に譲渡し、転貸し、又は貸借権その他の

使用若しくは収益を目的とする権利を設定することはできない。 

ウ 消耗機材等の購入、各種契約、光熱水費・通信運搬費・テレビ受信料等の支払いなどす

べての事務を行うこと。管理運営上必要となる光熱水費等は原則指定管理者の負担となる。 

エ 施設の管理に当たっては、省エネルギー、廃棄物の発生抑制、リサイクルの推進、環境

負荷の低減に資する物品等の調達（グリーン購入）など、環境に配慮した効率的・効果的
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な運営を行うこと。また、芦屋市環境計画等に基づき、市が施設のエネルギー使用量等の

情報を求めるときは協力すること。 

  オ 指定管理者としての業務に関する経理は、団体等の通常の経理に使用する口座とは別に

専用口座を設け、管理すること。また、指定管理者としての業務に係る経理とその他の業

務に係る経理を区分すること。 

８ 指定期間内に計画されている事項 

(1) ＪＲ芦屋駅南地区再開発事業に伴う工事 

   市では、ＪＲ芦屋駅南エリアの再開発事業を行っており、指定期間中、一部駐車場の閉鎖

を予定している。駐車台数減少分はＪＲ芦屋駅北自転車駐車場と民間駐輪場等へ利用者を誘

導する等の対応を行うこと。 

対象はＪＲ芦屋駅南自転車駐車場１、ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場３の２施設であり、令和

６年１２月１日より閉鎖予定である。また、ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場４についても、第一

跨線橋撤去工事に伴い、令和６年８月１日より一時閉鎖（令和１１年末まで）予定である。

なお、再開発事業については事業進捗状況により工事期間及び内容等が変更する可能性があ

ることを理解し、可能な限り再開発事業に協力をすること。なお、当初予定より大幅に変更

があった場合には、指定管理者との協議の場を設ける。 

(2) ＪＲ芦屋駅北自転車駐車場の自転車等搬送コンベアの改修工事 

令和６年度に自転車等搬送コンベア全４機のうち、地上階から地下１階に設置されている

２機の改修工事を予定している。工事期間中は、自転車等搬送コンベアが利用不可となるた

め、運用について市と協議を行うものとする。 

９ 維持管理 

  利用者が安心かつ、快適に施設を利用できるように常に適正な状態を維持すること。 

 施設の安全管理を行うにあたり、指定管理者は適切な方法で施設の点検を実施し、法定点検

対象施設については、「芦屋市公共施設維持管理マニュアル」を基に、点検の記録及び対応チェ

ックリストを作成し、市に報告すること。また、問題があれば迅速かつ的確に処理し、市に報

告すること。 

 (1) 修繕について 

  ア 施設及び設備に危険箇所・破損箇所等がないか、定期的に点検すること。不具合を発見

した場合は、直ちに市へ報告するとともに、利用を一時停止又は応急処置をする等、劣化

や損傷部分、性能又は機能を実用上支障のない状態まで回復させる修繕・改善の措置をと

ること。 

    なお、修繕費が１件あたり２００万円（消費税等を含む。）以上の修繕は市と協議を行う

ものとする。２００万円（消費税等を含む）未満の修繕は指定管理者が負担する。 

  イ 施設の大規模な修繕や設備更新については、長期修繕計画に基づき市が実施する。 
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 (2) 備品 

  ア 備品の点検を定期的（１回以上／年）に行い、良好な状態を保つこと。また、不具合が

生じた場合は、随時補修すること。什器・備品等の修繕費については指定管理者の負担と

する。 

  イ 貸与備品が経年劣化や破損等に伴い買い換え等の措置が必要となったときは、市に備品

の状態等について報告し、２００万円（消費税等を含む）未満の備品については、指定管

理者が購入・負担とする。２００万円以上の備品が必要となった場合は、あらかじめ市と

協議を行うものとする。 

  ウ 備品の廃棄等の移動が生じた場合は、市に報告すること。 

  エ 指定管理料及び利用料金等の範囲内で購入した備品は、原則市に帰属すべきものとし，

市に報告すること。 

  オ 自己の所有する備品を持ち込み、又は購入した場合は、持込備品管理簿に記載すること。 

  カ 指定期間の満了又は指定の取消しにより管理を終了したときは、持ち込んだ備品を直ち

に自己の負担において撤去すること。ただし、市の承認を得たときは、この限りではない。 

  キ 備品台帳及び持込備品管理簿と備品を整理照合し、年１回市に報告すること。 

 (3) 巡視・点検 

   原則として毎日随時行うものとする。常駐者を配置し、目視及び点検により、設置等の安

全確認を行うこと。 

 (4) 指定管理者の標記 

   維持管理業務の遂行に関して団体名を表示する場合は、「施設名（指定管理者：○○○○）」

と標記すること。施設等が指定管理者により管理・運営されていることを利用者に周知する

ため、施設内や案内やパンフレット等に指定管理者名等を次のように表示すること。 

  市指定の事業 自主事業 

事業に係る 

広報等の標記 

【＊主催等の標記が必要な場合】 

施設名 

（指定管理者：○○○○） 

【＊主催：芦屋市又は施設名】 

施設名 

（指定管理者：○○○○） 

【＊主催：施設名，○○○○】 

【芦屋市名は不可】

 ＊標記例 

芦屋市が設置した○○施設は、指定管理者である○○○○が管理運営を行っています。 

    連絡先 施設名（指定管理者：○○○○） 電話番号 ○○－○○○○ 

１０ 自主事業等について 

 (1) 自主事業に関すること 

   指定管理者は、施設の設置目的に合致し、かつ本来の業務の実施を妨げない範囲において、

事前に事業計画を提出し、市の承認を得たうえで、管理者の責任にて自主事業を行う。なお、

自主事業に要する経費は指定管理者の負担とし、事業で得た収入は指定管理者の収入とする。

81-26



芦屋市自転車駐車場業務仕様書抜粋 

7 

また、自主事業を実施するために必要な許可等の手続き及び関係機関との協議は、指定管理

者が行うこと。 

 (2) 施設の設置目的外の事業に関すること

指定管理者は、自動販売機、売店の設置等、施設の設置目的外の使用をするときは、あ

らかじめ市に申請を行い、許可を受けること。また、指定場所のみとし、別途、市に使用

料を支払うこと。

 (3) 社会状況の変化への対応について 

   道路交通法の改正や自転車活用推進法の施行など自転車を取り巻く社会状況の変化に対し

て、利用者アンケートを反映した実現可能な事業を提案、展開すること。 

１２ 指定管理者と芦屋市の責任分担 

  指定期間内における責任分担については下表を基本として対応するものとする。 

項目 指定管理者 芦屋市 

運営の基本的な考え方 
◎ 

○ 

条例・規則事項 

広報 
◎ 

○ 

市広報関係 

駐車場の管理運営 ◎  

管理棟・倉庫等の物品管理 ◎  

駐車場の法的管理（占用・行為

許可） 

○ 

書類受付・交付事務に限

る 

◎ 

苦情対応 

◎ 

○ 

管理運営に係る事項以外 

市政への意見等

事故対応 ◎  

災害復旧 ○ 

応急復旧の実施 
◎ 

不可抗力に伴う経費 ◎ 

事業履行不能による減収

及び不可抗力事由に伴う

右記以外の経費 

○ 

施設設備等の修復のため

の経費 

1 件２００万円未満（税込）の

駐車場整備・改修等 
◎  

1 件２００万円以上（税込）の

駐車場整備・改修等 

◎ 

※指定管理者と協議 
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賠償責任（指定管理者に帰責事

由があるもの） 
◎  

賠償責任（市に帰責事由がある

もの） 
 ◎ 

賠償責任（公共工事等に伴う支

障スペースの利用休止等に伴

う利用料金収入の減額） 

◎ 

※８ 指定期間内に計画

されている事項を除く 

金利変動に伴う経費の増 ◎  

物価変動に伴う経費の増 ◎  

施設の管理運営に影響を及ぼ

す税制・法令等の変更 
 ◎ 

市の責任による延期・中止  ◎ 

指定管理者の責任による遅延・

中止 
◎  

指定管理者の事業放棄・破綻 ◎  

   ※1 本表に定める事項で疑義がある場合又は本表に定めのないものについては、協議事項

とする。 

 (1) 損害賠償・損害保険 

   指定管理者の責めに帰すべき事由により、市又は第三者に損害を与えた場合には、指定管

理者がその損害を賠償すること。施設において、事故が発生した場合に備えて、指定管理者

はあらかじめ事故対応マニュアルを定めるとともに、事故発生時には直ちにその旨を市に報

告すること。 

   指定管理者は、管理上の瑕疵による事故に対応するため、施設賠償責任保険（指定管理者

特約条項付き）に加入すること。 

 (2) 不可抗力による休業補償 

   市は、指定管理者に対して不可抗力（暴風、豪雨、洪水、地震、落盤、火災、騒乱、暴動、

その他の市又は指定管理者のいずれの責めにも帰することのできない自然的又は人為的な現

象のうち通常の予見可能な範囲外のもの）による休業補償は行わない。 

 (3) 運営リスク 

   市は、施設及び機器の不備又は施設管理上の瑕疵並びに火災事故等による臨時休業等に伴

う補償は行わない。 

 (4) 消費税及び地方消費税の税率変更に係る見直し 

   消費税及び地方税にかかる税率の変更に伴い、市が条例で定める使用料を変更した場合、

指定管理者は変更後の額を基に利用料金等を定めるものとする。 
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法人名称 代表者氏名 住所 役員数
従業
員数

サイカパーキング
株式会社

代表取締役
森井　清

東京都中央区日本橋
小網町7番2号

5 1,890

株式会社
駐輪サービス

代表取締役
原　節二

大阪市北区曽根崎
新地二丁目5番3号

3 1,016

（50音順）

芦屋市自転車駐車場指定管理者応募法人概要
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芦屋市自転車駐車場指定管理者選定審査要領

１ 選定基準等

(1) 選定基準及び配点 

   別紙「芦屋市自転車駐車場指定管理者選定基準」のとおり。 

 (2) 配点の考え方 

ア 審査項目の「１ 自転車駐車場管理運営に当たっての基本方針」については計３０点を配

点する。本項目については、自転車駐車場の管理運営を行うに当たって最も基礎的な内容

であり重要視する箇所であるため、要項の「７ 指定候補者選定の基準等」の内容と照ら

し合わせ慎重な審査を行う。 

イ 「２ 自転車駐車場の管理体制」は計３０点、「３ 自転車駐車場の維持管理」は計２０点、

「４ 自転車駐車場運営の取組」は計６０点とする。 

ウ 「５ 自転車駐車場の管理運営費」については、芦屋市の財政状況を踏まえたこと及び予

定価格を設定したことから計６０点を配点する。

２ 選考基準の根拠

芦屋市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例第４条

３ 選定の方法 

 (1) 第一次選考 

     施設の安全対策等から鑑みて、公の施設の管理者としての最低条件として、次の条件のい

ずれかに該当する法人等は除外とする。 

ア 指定管理料の提案額が１７５，０００千円（５年合計）より高い法人等 

イ 経営状態について懸念のある法人等 

ウ 管理運営について懸念のある法人等

※ 「経営状態、管理運営について懸念のある法人等の定義」

経営状態は、決算書の数値に明らかな問題がないかを審査する。

例えば、債務超過、継続的な赤字及び資金収支がマイナスになっていないかといった点。

管理運営は、沿革・役員構成・組織図・業務分担等に明らかな問題がないかを審査する。

例えば、役員が頻繁に交替している、共同事業体内の役割分担に無理がないかといった点。

なお、指定管理者の選定においては、基本的に第２次選考まで進むことを想定しているた

め、第１次選考で除外する法人等については、経営状態や管理運営について、書類審査段

階で明らかに懸念がある者を想定している。

 (2) 第二次選考 

     第一次選考を通過した法人等を対象に書類及び面接による審査を行い、その後、芦屋市自

転車駐車場指定管理者選定基準に基づいて指定管理者候補者を選定する。

   選定結果は理由も明示する。また、基準点を満たした上で次点候補者を選定する。

４ 採点の方法 

(1) 選定・評価委員５人の審査点数の合計によるものとする。 

   候補者選定の要件として、選定基準の「１ 自転車駐車場管理運営に当たっての基本方針、

２ 自転車駐車場の管理体制、３ 自転車駐車場の維持管理、４ 自転車駐車場運営の取組、５ 

自転車駐車場の管理運営費」ぞれぞれの審査項目の採点合計が各配点の１００分の５０以上

かつ採点合計が総配点の１００分の７０以上を満たすこととし、これを下回った候補者は選

定しないものとする。 

   同点の場合については、当該応募団体の最高点と最低点を除いた合計点数により指定管理
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者候補者を選定する。 

(2) 別紙「芦屋市自転車駐車場指定管理者選定基準」に基づき審査する。 

５ 評点について 

１項目につき１０点満点とする。合格点の目安を７点とし、採点を行うものとする。 

   指定管理者に求めるサービスの内容や指定管理者が行う業務の範囲（施設の管理のみか、事業

の実施まで含むものか）等を踏まえ、適宜、加重配点を設定するものとする。 
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選定基準

芦屋市自転車駐車場指定管理者選定基準

審査項目及び審査基準 配点ウエイト 採点

１ 自転車駐車場管理運営に当たっての基本方針 ３０点

(1) 管理運営を行うに当たっての基本方針について

・設置目的、特徴に合致した目標設定がされているか
(１０点) 

(2) 団体の理念及び運営方針について

・管理運営にふさわしい理念及び運営方針を持っているか
(１０点) 

(3) 団体の業務推進能力について

・業務を遂行できる安定的な財政基盤を有しているか

・業務を遂行できる適正な団体構成となっているか

(１０点) 

２ 自転車駐車場の管理体制 ３０点

(1) 管理体制について

・管理責任者及び管理体制について実行可能な提案がされている

か

・従業員は適正に配置されているか

・人材育成についての考え方が示されているか

(１０点) 

(2) 緊急時の対応について

・事故発生時の対応が十分であるか

・災害発生時の対応が十分であるか

・災害に応じた個別の計画があるか

(１０点) 

(3) 個人情報保護の措置について

・個人情報の保護について、十分な措置を講じているか

・漏洩などが発生した場合の対策が示されているか

・従業員への徹底、管理の方策が示されているか

(１０点) 
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選定基準

審査項目及び審査基準 配点ウエイト 採点

３ 自転車駐車場の維持管理 ２０点

(1) 施設管理の基本事項について

  ・施設の維持管理や運営の基本的な考え方が明確に示されているか

(１０点) 

(2) 自転車駐車場の安全対策について

  ・自転車駐車場の安全対策が具体的に示されているか

  ・自転車駐車場内施設の安全な管理方法が具体的に示されているか

（マニュアル等）

(１０点) 

４ 自転車駐車場運営の取組 ６０点

(1) 管理の質及び利用者サービスの向上の取組について

  ・管理の質及び利用者サービスの向上について具体的な提案がなさ

れているか

  ・利用者対応（接遇対応）の向上のための措置を講じているか

  ・自己評価についてどのように取り組んでいるか

  ・利用者の利便性向上のため、キャッシュレス決済を導入する

   か

(１０点) 

×２

(2) 利用促進の取組について

・利用者の掘り起こし、定期的な利用促進のための具体的な提案が

なされているか

(１０点) 

(3) 不法行為等への取組について

  ・期限切れ利用や無断駐車利用などへの対策や提案が具体的に示さ

れているか

  ・施設内における自転車等への利用マナー向上やルールの遵守に向

けた提案が示されているか

(１０点) 

(4) 交通安全推進及び啓発の取組について

  ・交通安全推進及び啓発の取組内容が具体的に示されているか

  ・交通ルールの遵守に向けた啓発や取組内容が示されているか

(１０点) 

(5) 自主事業への取組について

  ・自主事業について具体的かつ実現可能性が高く、また市民サービ

ス向上に寄与するものか（具体的な内容・費用の記載）

  ・利用者や社会のニーズに沿った自主事業が提案されているか

  ・地域に貢献する具体的な取組が提案されているか

(１０点) 
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選定基準

審査項目及び審査基準 配点ウエイト 採点

５ 自転車駐車場の管理運営費 ６０点

(1) 管理運営費の提案に工夫が見られるか (１０点) 

(2) 管理運営費の積算の根拠が明確になっているか (１０点) 

(3) 適正な人件費になっているか (１０点) 

(4) 適正な損害保険加入になっているか (１０点) 

(5) 提案額としての貢献度

下記（参考）記載の表をもとに採点を行う。（１千円以下切捨て）

※指定管理料の総額が175,000千円より高額の場合は失格

(１０点) 

×２

合計点数 ２００点

（参考）

点数 提案額（単位：千円） 備考 

２ 160,001～175,000 指定管理料総額＞修繕積立金総額 

３ 145,001～160,000 指定管理料総額＞修繕積立金総額 

４ 130,001～145,000 指定管理料総額＞修繕積立金総額 

５ 115,001～130,000 指定管理料総額＞修繕積立金総額 

６ 100,001～115,000 指定管理料総額＞修繕積立金総額 

７ 85,001～100,000 指定管理料総額＞修繕積立金総額 

８ 70,001～85,000 指定管理料総額＞修繕積立金総額 

９ 1～70,000 指定管理料総額＞修繕積立金総額 

１０ ～0 指定管理料総額≦修繕積立金総額 

※ ５か年の指定管理料の総額から修繕積立金の総額を差引き、その値を「提案額」として採点する。
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選定基準

（指標）

評価 点数

非常に優れている １０

優れている ９

やや優れている ８

問題はない ７

やや問題がある 
６

５

問題がある 
４

３

非常に問題がある 
２

１

審査基準に示した内容に対して、該当する提案等がない ０
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芦屋市自転車駐車場指定管理者候補者選定 審査採点表

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 小計
基準点
ﾁｪｯｸ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 小計

基準点
ﾁｪｯｸ

１ 自転車駐車場管理運営に
当たっての基本方針

30点 75点 23点 21点 24点 27点 23点 118点 20点 20点 22点 22点 19点 103点
（１）管理運営に当たっての基本方針につ
いて （10）点 7 7 8 9 9 7 7 8 6 6

（２）団体の理念及び運営方針について （10）点 8 7 8 9 7 7 7 7 8 6

（３）団体の業務推進能力について （10）点 8 7 8 9 7 6 6 7 8 7

２　自転車駐車場の管理体制 30点 75点 22 22 25 24 23 116点 22 20 23 23 20 108点

（１）管理体制について （10）点 7 7 9 8 9 7 7 8 7 6

（２）緊急時の対応について （10）点 7 7 8 8 7 8 7 7 7 7

（３）個人情報保護の措置について （10）点 8 8 8 8 7 7 6 8 9 7

３　自転車駐車場の維持管理 20点 50点 15 15 15 18 15 78点 14 15 14 16 13 72点

（１）施設管理の基本事項について （10）点 7 7 8 9 7 7 7 7 8 7

（２）自転車駐車場の安全対策について （10）点 8 8 7 9 8 7 8 7 8 6

４　自転車駐車場運営の取組 60点 150点 45 49 50 53 45 242点 44 37 42 44 39 206点
（１）管理の質及び利用者サービスの向上
の取組について （20）点 16 16 18 18 16 16 12 14 14 14

（２）利用促進の取組について （10）点 7 8 8 9 7 7 7 7 8 7

（３）不法行為等への取組について （10）点 7 8 7 8 7 7 6 7 7 5
（４）交通安全推進及び啓発の取組につ
いて （10）点 8 8 9 9 8 7 6 7 7 6

（５）自主事業への取組について （10）点 7 9 8 9 7 7 6 7 8 7
５ 自転車駐車場の管理運営
費

60点 150点 36 35 36 34 34 175点 48 48 47 47 48 238点
（１）管理運営費の提案に工夫が見られる
か （10）点 6 7 8 6 6 7 7 7 7 8
（２）管理運営費の積算の根拠が明確に
なっているか （10）点 6 6 6 6 6 7 7 6 6 6

（３）適正な人件費になっているか （10）点 7 7 6 6 6 7 7 7 7 7

（４）適正な損害保険加入になっているか （10）点 9 7 8 8 8 7 7 7 7 7

（５）提案額としての貢献度 （20）点 8 8 8 8 8 20 20 20 20 20

合計点数 200点 700点 141 142 150 156 140 729点 148 140 148 152 139 727点

総合計点数 1000点 700点

審査項目及び審査基準 配点 基準点

サイカパーキング株式会社 株式会社駐輪サービス

729 727
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令和５年１０月２０日

芦屋市長 髙 島 崚 輔  様

芦屋市指定管理者選定・評価委員会

委員長 富 田 智 和

芦屋市自転車駐車場指定管理者候補者の選定について（報告）

 標記のことについて厳正に審査した結果、別紙のとおり選定したので報告し

ます。
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